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中
国
製
冷
凍
餃
子

に
よ
る
中
毒
事
件
は

多
く
の
日
本
人
に
「
食

の
安
全
性
」
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
機
会

と
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
日
本

の
食
料
自
給
率
は
今
や
三
九
％

に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、
主

要
先
進
国
で
は
最
低
レ
ベ
ル
で

あ
る
。
日
本
人
の
食
生
活
が
変

化
し
、
自
給
が
可
能
な
米
の
消

費
量
が
減
少
す
る
一
方
で
、
輸

入
依
存
度
が
高
い
食
品
の
消
費

が
増
え
、
さ
ら
に
近
年
の
デ
フ

レ
経
済
に
よ
り
海
外
の
安
価
な

農
産
物
の
輸
入
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
安
全

な
も
の
を
口
に
す
る
為
に
も
今

こ
そ
国
内
の
自
給
率
を
上
げ
る

努
力
が
必
要
で
あ
る
が
、
農
村

で
は
高
齢
化
や
農
業
従
事
者
の

減
少
が
続
く
上
に
燃
料
費
の
高

騰
も
あ
り
農
業
界
は
崩
壊
寸
前

で
政
府
の
農
業
政
策
も
あ
ま
り

効
果
を
上
げ
て
い
な
い
。

　

歯
科
医
療
界
も
他
人
事
で
は

な
く
、
今
回
の
改
定
で
歯
科
診

療
報
酬
は
〇
・
四
二
％
の
引
き

上
げ
と
な
る
が
、薬
価
・
材
料
費

が
一
・
二
％
引
き
下
げ
ら
れ
て

い
る
為
全
体
で
は
〇
・
八
二
％

引
き
下
げ
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

な
り
崩
壊
の
瀬
戸
際
に
ま
で
追

い
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
安
心
し

て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
為
に
も

よ
り
い
っ
そ
う
の
政
府
の
対
応

を
期
待
し
た
い
。（
Ｋ
）

パノラマ

平
成
20
年

　

新
年
互
礼
会
開
催
梅
田
玉
姫
殿

H20.1.15

発　行　所

大阪市北区南森町１丁目４番２８号
ブールバール南森町２０５号室

ＴＥＬ（０６）６３６３-００１６ ＦＡＸ（０６）６３６３-００４６

社団
法人大阪北区歯科医師会

（発行人）黒川 森夫 （編集責任）芦澤 亮治 （部員）市耒 正博、平井 泰、小林 祥子

　

平
成
二
〇
年
一
月
一
五
日（
火
）、

梅
田
玉
姫
殿
に
お
い
て
、
平
成

二
〇
年
新
年
互
礼
会
が
、
関
係

官
公
署
お
よ
び
団
体
代
表
、
議

員
の
来
賓
を
招
き
、
八
三
名
の

出
席
で
開
催
さ
れ
た
。
大
塚
専

務
理
事
が
司
会
を
務
め
、
中
谷

副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始

ま
り
黒
川
会
長
が
新
年
の
賀
詞

と
参
会
へ
の
謝
辞
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
二
年
間
で
我
々

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
二
四
、〇

〇
〇
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

そ
の
な
か
で
も
、
会
員
以
外
の

区
民
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
増
え

て
い
る
こ
と
な
ど
Ｉ
Ｔ
化
の
成

果
が
着
実
に
現
れ
て
い
る
こ
と

を
は
じ
め
、
会
員
一
丸
と
な
っ

た
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
と
感

謝
、
今
年
の
活
動
へ
の
思
い
を

述
べ
た
。
（
前
号
の
年
頭
所
感

を
参
照
）

　

続
い
て
、
岡
邦
恭
大
阪
府
歯

科
医
師
会
会
長
に
御
挨
拶
を
戴

い
た
。

　

賀
本
庶
務
理
事
に
よ
る
来
賓

各
位
の
紹
介
の
後
、
横
山
隆
文

北
区
長
、
天
津
弘
二
北
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
医
務
保
健
長
、
末

澤
慶
昭
大
阪
市
北
区
医
師
会
会

長
、
中
山
泰
秀
衆
議
院
議
員
、

久
谷
眞
敬
大
阪
府
議
会
議
員
に

御
祝
辞
を
戴
き
、
荒
起
秀
多
北

区
薬
剤
師
会
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
、
祝
宴
に
移
っ
た
。

　

当
日
は
た
い
へ
ん
冷
え
込
み
、

寒
さ
の
厳
し
い
夜
で
あ
っ
た
が
、

ま
さ
に
我
々
の
目
指
す
、
「
明

る
い
活
気
あ
る
歯
科
医
師
会
」

と
な
り
、
来
賓
各
位
か
ら
も
、

ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
で
あ
っ
た
が
、

東
郷
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば

で
お
開
き
と
な
っ
た
。
尚
、
来

賓
各
位
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
順
不
同
敬
称
略
）

岡
邦
恭
（
府
歯
会
長
）
田
口
洋

見
（
府
歯
常
務
理
事
）
天
羽
隆

（
府
歯
理
事
）
水
沼
和
夫
（
府

歯
連
盟
常
務
理
事
）
橋
本
收
（
府

歯
国
保
専
務
理
事
）
中
山
泰
秀

（
衆
議
院
議
員
）
久
谷
眞
敬
（
府

議
会
議
員
）
田
中
ゆ
た
か（
大
阪

市
会
議
員
）
小
玉
隆
子
（
大
阪

市
会
議
員
）
美
延
映
夫
（
大
阪

市
会
議
員
）
横
山
隆
文
（
大
阪

市
北
区
長
）
天
津
弘
二
（
北
区

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
務
保
健

長
）
藤
嶋
誠
（
北
消
防
署
長
）

末
澤
慶
昭
（
大
阪
市
北
区
医
師

会
会
長
）
荒
起
秀
多
（
北
区
北

薬
剤
師
会
会
長
）
速
見
憲
（
大

阪
府
歯
科
技
工
士
会
会
長
）
小

田
純
司
（
大
阪
府
歯
科
技
工
士

会
北
支
部
長
）
永
井
る
み
こ
（
大

阪
府
歯
科
衛
生
士
会
会
長
）
大

谷
る
り
佳
（
大
阪
府
歯
科
衛
生

士
会
北
支
部
長
）

（
総
務
部
・
佐
々
木
裕
記
）



ほ　く　し （２）第１８１号

　

ほ
く
し
発
行
で
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
三
宝
印
刷
の

若
林
さ
ん
に
お
子
さ
ん
が
誕
生

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

編
集
後
記

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
白
浜
遠
征

H20
2.10.11

19年度　北歯ゴルフ同好会　白浜遠征成績
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9

7
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8
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NAME OUT

（2月10日） （2月11日）

IN G NET

51

46

48

50

49

53

60

60

61

84

46

42

50

46

48

50

64

73

68

75

97

88

98

96

97

103

124

133

129

159

69

78

74

87

90

83

94

97

106

123

OUT IN G NET HCP

152

156

157

170

171

171

182

197

200

236

N合計 次回HCP

岡田 修二

橋本 　收

橋本 哲志

大塚 俊裕

木村 哲也

高麗 誠紀

水沼 和夫

水沼 武史

加納 晴彦

橋本 浩一

木村 哲也
橋本 哲志、水沼 武史
加納 晴彦、加納 晴彦
橋本 哲志、橋本 哲志
水沼 武史
橋本 浩一
高麗 誠紀
該当者なし
木村 哲也

橋本 　收
橋本 哲志、木村 哲也
高麗 誠紀、高麗 誠紀
橋本 哲志、橋本 哲志
岡田 修二
水沼 武史
橋本 哲志
該当者なし
該当者なし

　

平
成
二
〇
年
二
月
一
〇
／
十

一
日
（
日
／
月
）
に
、
「
朝
日

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
白
浜
コ
ー
ス
」

に
於
い
て
、
一
泊
二
日
２
Ｒ
プ

レ
ー
の
ゴ
ル
フ
遠
征
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
メ
ン
バ
ー
六
名
、

ビ
ジ
タ
ー
四
名
の
合
計
一
〇
名

で
、
出
発
当
日
の
大
阪
は
、
大

雪
で
集
合
場
所
の
中
央
郵
便
局

に
来
る
ま
で
が
大
変
な
状
況
で

あ
っ
た
。
参
加
者
の
日
ご
ろ
の

行
い
が
よ
か
っ
た
の
か
、
現
地

ま
で
の
交
通
は
ス
ム
ー
ス
で
、

白
浜
の
ゴ
ル
フ
場
で
は
、
風
は

き
つ
か
っ
た
が
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
快
晴
の
中
、
少
し
汗
ば

む
く
ら
い
の
二
日
間
で
あ
っ
た
。

今
回
は
二
日
間
ト
ー
タ
ル
の
ネ

ッ
ト
ス
コ
ア
で
順
位
を
決
め
、

五
班
の
岡
田
修
二
先
生
が
優
勝
、

十
一
班
の
橋
本
收
先
生
が
二
位

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

恒
例
の
春
季
コ
ン
ペ
は
、
一

班
の
田
中
康
隆
先
生
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
五
月
十
一
日
（
日
）

に
「
ア
ー
ト
レ
イ
ク
Ｇ
Ｃ
」
を

六
組
予
約
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
以
外
の
ご

参
加
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
塚
俊
裕
記
）

税
務
申
告
説
明
会
開
催

H20
2.4

※：北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、女性
上位の順で決定します。敬称略／順不同

　

平
成
二
〇
年
二
月
四
日（
月
）

午
後
六
時
よ
り
「
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
大
阪
」に
お
い
て
税

務
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
晴
彦
常
務
理
事
の
司
会

進
行
の
も
と
、
黒
川
会
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
北
税
務

署
の
平
松
繁
和
副
署
長
の
挨
拶

の
後
、
個
人
課
税
第
一
部
門
角

谷
禎
彦
統
括
国
税
調
査
官
に
よ

り
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
平
成
一
九

年
所
得
税
の
改
正
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
後
、
平
松
副
署

長
よ
り
決
算
に
行
く
ま
で
の
注

意
事
項
を
事
例
を
含
め
て
解
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
二
十
二
名
で

し
た
。

（
医
療
管
理
部
・
中
川
晴
彦
記
）

　

平
成
二
〇
年
二
月
十
二
日
（
火
）

に
阪
本
貴
司
先
生
（
十
一
班
）

を
講
師
に
お
招
き
し
、
「
歯
周

病
治
療
に
お
け
る
矯
正
治
療
お

よ
び
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
と
の

か
か
わ
り
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
た
。
阪
本
先
生
は
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
や
歯
周
病
治
療
に
日

頃
か
ら
情
熱
を
注
い
だ
臨
床
を

行
わ
れ
て
お
り
臨
床
例
を
中
心

に
歯
を
長
期
保
存
し
て
い
く
た

め
に
矯
正
治
療
や
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
治
療
を
ど
の
様
に
組
み
合
わ

せ
て
い
く
か
を
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

ご
講
演
で
は
歯
周
病
は
厚
生

労
働
省
が
歯
科
の
分
野
で
唯
一
、

生
活
習
慣
病
と
し
て
認
定
し
て

い
る
た
め
歯
科
医
も
歯
周
病
と

全
身
と
の
関
わ
り
を
考
え
た
歯

周
病
へ
の
取
り
組
み
（
健
康
日

本
２１
）
を
も
っ
と
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。

歯
周
病
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
基
本
治
療
や
歯
周
外
科
の
大

切
さ
の
他
、
矯
正
医
と
連
携
し

て
矯
正
治
療
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
清
掃
器
具
の
到
達

性
・
咬
合
性
外
傷
の
除
去
・
審

美
性
を
高
め
る
等
多
く
の
利
点

が
あ
る
こ
と
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
臼
歯
欠
損
の
咬
合
支
持
の
回

復
・
残
存
歯
へ
の
負
担
軽
減
（
隣

接
歯
の
骨
の
保
存
も
可
能
に
な

る
）
・
審
美
的
修
復
な
ど
大
き

な
利
点
が
あ
る
こ
と
を
症
例
中

心
に
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

歯
周
病
を
生
活
習
慣
病
と
し

て
再
認
識
し
口
腔
内
も
大
き
な

視
点
に
立
っ
て
考
え
て
い
く
事

の
大
切
さ
は
会
員
に
と
っ
て
非

常
に
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
。

他
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
発

現
時
の
補
助
治
療
と
し
て
使
用

す
る
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
注
射
液
（
エ

ピ
ペ
ン
）
を
マ
イ
ラ
イ
ン
製
薬

上
西
敏
夫
様
に
お
話
い
た
だ
い

た
。（
学
術
部
・
英
保
武
志
記
）

優勝
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ベ ス グ ロ
ド ラ コ ン
ド ラ チ ョ ン
ニ ア ピ ン

大 波
小 波
ノーバンカー
並 び 賞

H20
2.12

歯
周
病
治
療
に
お
け
る
矯
正
治
療
お
よ
び

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
と
の
か
か
わ
り

　
　

学
術
講
演
会


